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どう使われたの？ 私たち の税金
市民の皆さんが、鉾田市に納めている市税（市民税・固定資
産税・軽自動車税・たばこ税・入湯税）、国や県からの交付
金や補助金などがどのように使われたのかお知らせします。

一般会計　歳出一般会計　歳出

注）四捨五入により記載しているため、合計が一致しない場合があります

民生費民生費
126億6,262万円126億6,262万円

衛生費衛生費
21億9,507万円21億9,507万円

土木費土木費
27億6,309万円27億6,309万円

消防費消防費
17億5,319万円17億5,319万円

教育費教育費
36億3,142万円36億3,142万円

公債費公債費
22億6,749万円22億6,749万円

歳出総額歳出総額
293億9,670万円293億9,670万円

総務費 16億2,475万円
庁舎や財産の維持管理、税
金の徴収、戸籍、選挙など
の経費

高齢者や障害者の
福祉サービス、子
育て支援、生活保
護などの経費

防災活動や消防活
動、消防車両整備
などの経費

学校教育、生涯学習
の充実、文化・スポー
ツの振興などの経費

道路や公園整備・維
持管理のための経費

市の借入金（市債）を
返済するための経費

商工費4億9,739万円商工費4億9,739万円
商工業育成や観光振興な
どの経費

健康診査や予防接
種、ゴミやし尿処
理などの経費

農林水産業費13億5,888万円
農林水産業の振興を図るための支
援や生産基盤整備などの経費

その他
災害復旧費　  7,733万円
諸支出　　4億1,947万円
計　　　　4億9,680万円

議会費 1億4,601万円
議会の運営のための経費

会計
区分

一 般 会 計 特 別 会 計
国 民 健 保 険 後 期 高 齢 者

医 療 介 護 保 険 農 業 集 落
排 水 事 業

歳入 306億9,765万円 128億2,292万円 70億380万円 5億9,466万円 49億8,742万円 2億3,703万円

歳出 293億9,670万円 125億6,517万円 68億5,471万円 5億9,032万円 48億9,935万円 2億2,078万円

企　業　会　計
水道事業 下水道事業

収益的収支
収 入 14億8,322万円 12億185万円 2億8,137万円

支 出 13億8,410万円 11億1,713万円 2億6,697万円

資本的収支
収 入 6億697万円 3億4,299万円 2億6,398万円

支 出 11億9,773万円 8億4,008万円 ３億5,765万円
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次ページから
令和２年度に行わ
れた主な事業を

紹介するよ。

特 集 どう使われたの？ 私たち の税金
令和２年度･歳入歳出決算を集中審議

一般会計　歳入一般会計　歳入

歳入総額歳入総額
306億9,765万円306億9,765万円

市税市税
52億8,844万円52億8,844万円

自主財源自主財源
25.9％25.9％

依存財源依存財源
74.1％74.1％

市債市債
31億4,790万円31億4,790万円

地方交付税地方交付税
65億361万円65億361万円国庫支出金国庫支出金

47億8,882万円47億8,882万円

県支出金県支出金
69億862万円69億862万円

繰入金 5億3,199万円繰入金 5億3,199万円
基金などから一般会計へ入
れるお金

繰越金 13億7,608万円繰越金 13億7,608万円
翌年度の財源として繰り出
すお金

地方消費税交付金
    9億4,969万円
国や県が徴収した消
費税の一部が市に配
分されるお金

その他　
寄附金（ふるさと鉾田応援寄附金など）                 
　　　　　　　 1億3,908万円1億3,908万円
使用料及び手数料　1億8,347万円1億8,347万円
など　　　　  計7億5,878万円計7億5,878万円

その他
ゴルフ場利用税交付金　2,212万円ゴルフ場利用税交付金　2,212万円
地方特例交付金　　　　4,114万円地方特例交付金　　　　4,114万円
など　　　　　　 計4億4,370万円など　　　　　　 計4億4,370万円

市民税、固定資産
税、軽自動車税、
市たばこ税など

国税（所得税・法人税・酒税・消費税・地
方法人税）の一定割合を財源として、
一定水準の行政サービスを受けられ
るよう国から交付されるお金

特定の事務事業に対
して、国や県から市
に交付されるお金

市が大きな事業を行うにあ
たり必要な財源を国・銀行
などから調達する借入金

会計
区分

一 般 会 計 特 別 会 計
国 民 健 保 険 後 期 高 齢 者

医 療 介 護 保 険 農 業 集 落
排 水 事 業

歳入 306億9,765万円 128億2,292万円 70億380万円 5億9,466万円 49億8,742万円 2億3,703万円

歳出 293億9,670万円 125億6,517万円 68億5,471万円 5億9,032万円 48億9,935万円 2億2,078万円

※「自主財源」とは、地方公共団体が
自主的に収入できる財源

※「依存財源」とは、国や県により定
められた額が交付される財源
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・結婚支援団体等加入時助成金・結婚支援団体等加入時助成金
結婚を希望する方の出会いの機会を増やすため、結婚を希望する方の出会いの機会を増やすため、
一般社団法人いばらき出会いサポートセンターへ一般社団法人いばらき出会いサポートセンターへ
の入会登録費用を助成します。の入会登録費用を助成します。
助成金額：入会登録料全額助成金額：入会登録料全額

・結婚新生活支援事業補助金・結婚新生活支援事業補助金
若者の新生活をサポートするため新婚家庭を対象若者の新生活をサポートするため新婚家庭を対象
に、住宅取得・賃借、引っ越し費用を助成します。に、住宅取得・賃借、引っ越し費用を助成します。
　補助金額：限度額30万円　補助金額：限度額30万円
・移住定住促進助成金・移住定住促進助成金
市内定住を目的として住宅を取得する方を対象に、市内定住を目的として住宅を取得する方を対象に、
費用の一部を助成します。費用の一部を助成します。
　助成金額：限度額５０万円　　助成金額：限度額５０万円　
　　　　　　市外転入世帯２０万円　　　　　　市外転入世帯２０万円
　　　　　　市内定住世帯１０万円　　　　　　市内定住世帯１０万円
　加算：子育て助成金１人につき５万円　加算：子育て助成金１人につき５万円
　　　　三世代同居等助成金１０万円　　　　　　　三世代同居等助成金１０万円　　　
　　　　鉾田市空家バンク登録物件助成金１０万円　　　　鉾田市空家バンク登録物件助成金１０万円
・わくわく茨城生活実現事業移住支援金・わくわく茨城生活実現事業移住支援金
市内への移住促進と中小企業等における人手不足市内への移住促進と中小企業等における人手不足
解消を目的に、東京２３区に在住ま解消を目的に、東京２３区に在住ま
たは通勤する方が移住し、都道府県たは通勤する方が移住し、都道府県
のの移住支援金対象の就職先に就移住支援金対象の就職先に就
職した方等に支援金を交付します。職した方等に支援金を交付します。　　
　支援金額：世帯移住１００万円　支援金額：世帯移住１００万円
　　　　　　　　　　　　単身移住６０万円単身移住６０万円
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特 集
令和２年度歳入歳出決算
主な事業をピックアップ
私たちの税金がどのような事業に
使われたのかチェックしてみましょう！

市道維持補修事業市道維持補修事業 さんて旬菜館管理事業さんて旬菜館管理事業

人口減少対策事業人口減少対策事業

小学校教育用小学校教育用
コンピュータ整備事業コンピュータ整備事業

中学校教育用中学校教育用
コンピュータ整備事業コンピュータ整備事業

　市道等の維持管理・舗装修繕を実施し、道　市道等の維持管理・舗装修繕を実施し、道
路機能の維持及び改善を図った。路機能の維持及び改善を図った。

　農業の魅力を体感してもらうため、地元の農　農業の魅力を体感してもらうため、地元の農
産物や水産品をその場で食べられるイートイン産物や水産品をその場で食べられるイートイン
コーナー設置等施設のリニューアルを実施した。コーナー設置等施設のリニューアルを実施した。

　交流・移住サポートサイト　交流・移住サポートサイト
「Come･on!ほこた」の開設や、「Come･on!ほこた」の開設や、
「鉾田市出会いコーディネートセ「鉾田市出会いコーディネートセ
ンター」の創設などを行った。ンター」の創設などを行った。

　タブレット端末や家庭　タブレット端末や家庭
学習のための通信機器学習のための通信機器
（Wi-Fiルーター）などを（Wi-Fiルーター）などを
購入し、児童の ICT 教購入し、児童の ICT 教
育推進のために必要な環育推進のために必要な環
境を構築した。境を構築した。

8億8,062万円
2,524万円

4,014万円

2億6,160万円
（繰越含）

1億3,375万円
（繰越含）

知っていますか？知っていますか？
鉾田市は若者の出会いと暮らしを鉾田市は若者の出会いと暮らしを
　　　　　  全力で応援しています！　　　　　  全力で応援しています！
～令和３年度もあります！～令和３年度もあります！
　　　　　　助成金・補助金・支援金～　　　　　　助成金・補助金・支援金～

申請条件等申請条件等
詳細はこちら詳細はこちら

更に更に

Come･on!ほこたCome･on!ほこた
はこちらはこちら
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中小企業等支援事業中小企業等支援事業
（地方創生臨時交付金事業）（地方創生臨時交付金事業）

持続的農業確立推進事業持続的農業確立推進事業
（地方創生臨時交付金事業）（地方創生臨時交付金事業）

避難所感染症予防対策事業避難所感染症予防対策事業
（地方創生臨時交付金事業）（地方創生臨時交付金事業）

体育施設遊具環境改善事業体育施設遊具環境改善事業
（地方創生臨時交付金事業）（地方創生臨時交付金事業）

学びの保障支援事業学びの保障支援事業
（地方創生臨時交付金事業）（地方創生臨時交付金事業）

　いばらきアマビエ　いばらきアマビエ
ちゃん登録店舗に対ちゃん登録店舗に対
し、感染症対策の取し、感染症対策の取
り組みの支援を行うり組みの支援を行う
ほか、様々なメニューほか、様々なメニュー
で支援を行った。で支援を行った。

　自然災害や新型コロナの影響など農業者の　自然災害や新型コロナの影響など農業者の
経営努力では避けられない収入減少を補償する経営努力では避けられない収入減少を補償する
収入保険に加入する際に支払う保険料の一部助収入保険に加入する際に支払う保険料の一部助
成を行った。成を行った。

　感染症対策に必要な間仕切りユニットなど　感染症対策に必要な間仕切りユニットなど
の資機材や防災倉庫などを購入した。の資機材や防災倉庫などを購入した。

　子どもたちが屋外で安全安心に遊べる環境　子どもたちが屋外で安全安心に遊べる環境
を整備するための実施設計を行った。を整備するための実施設計を行った。
（遊具設置：旭スポーツセンター、遊具更新：（遊具設置：旭スポーツセンター、遊具更新：
鉾田総合公園・くぬぎの森スポーツ公園）鉾田総合公園・くぬぎの森スポーツ公園）

　臨時休校等の影響による学習の遅れなどを　臨時休校等の影響による学習の遅れなどを
補充するため、小学１年生・６年生への学習支補充するため、小学１年生・６年生への学習支
援及び中学３年生へ土曜スクールを行った。援及び中学３年生へ土曜スクールを行った。

３億１29万円

1,119万円

3,297万円

435万円550万円

地方創生臨時交付金等を活用し、
　　　　様々な新型コロナ対策事業を行いました！

・自治金融保証料補給金
・がんばる商店支援事業補助金
・ツアー企画開催事業補助金
・県パワーアップ融資信用保証料補給金
・飲食推進事業補助金
・中小企業等家賃支援事業補助金
・雇用継続支援事業補助金
・宿泊推進事業補助金
・出前・テイクアウト推進事業補助金
・自治金融利子補給金
・感染防止対策給付金

中小企業等に対し、令和２年度に中小企業等に対し、令和２年度に
行った様々な支援メニューはこちら行った様々な支援メニューはこちら
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２
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案
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令
和
２
年
度
鉾
田
市
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決

算
認
定
に
つ
い
て

令
和
２
年
度
鉾
田
市
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
歳
入
歳
出

決
算
認
定
に
つ
い
て

　

国
保
被
保
険
者
と
他
の
保
険
加
入
者
と
の
公
平
性
の
観

点
か
ら
、
本
決
算
に
お
い
て
、
平
成
30
年
度
か
ら
の
財
政

運
営
の
広
域
化
や
平
成
29
年
度
か
ら
継
続
的
に
保
険
税
の

見
直
し
を
進
め
て
き
た
。
ま
た
、
一
般
会
計
か
ら
の
決
算

補
て
ん
目
的
の
繰
入
を
ほ
ぼ
解
消
し
て
お
り
、
歳
出
に
必

要
な
歳
入
を
国
保
税
な
ど
の
財
源
で
確
保
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
た
め
賛
成
。

　

保
険
税
の
収
納
率
が
向
上
し
て
い
る
こ
と
は
評
価
す
る

が
、
市
民
の
所
得
が
減
少
し
て
い
る
中
で
の
国
保
税
引
き
上

げ
が
行
わ
れ
、
支
払
い
困
難
な
方
が
多
数
い
る
た
め
反
対
。

　

歳
出
に
お
い
て
は
、
後
期
高
齢
者
医
療
連
合
納
付
金

５
億
５
，９
１
４
万
７
，０
０
０
円
が
大
半
を
占
め
て
い
る
。

鉾
田
市
に
お
け
る
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
加
入
者
は
年
々

増
加
し
て
お
り
、
決
算
規
模
も
年
々
大
き
く
な
っ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
令
和
２
年
度
の
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

の
決
算
は
黒
字
と
な
る
な
ど
、
健
全
な
財
政
運
営
を
行
っ

て
い
る
の
で
賛
成
。

　

保
険
料
の
引
き
上
げ
が
行
わ
れ
た
上
、
低
所
得
の
方
へ

の
均
等
割
額
の
軽
減
措
置
が
引
き
下
げ
ら
れ
負
担
が
増
え

て
い
る
。
高
齢
化
社
会
が
進
行
す
る
中
で
安
心
し
た
医
療

を
受
け
る
こ
と
や
安
心
し
た
老
後
を
お
く
る
こ
と
が
で
き

な
い
た
め
反
対
。

反 対反　対 賛　成賛　成

　

決
算
特
別
委
員
会
は
、
常
任
委
員
会
ご
と
に
分
科
会

を
設
置
し
、
集
中
審
議
を
行
い
ま
し
た
。

○
分
科
会
と
は

　

委
員
会
の
審
査
又
は
調
査
を
効
率
的
に
行
う
た
め

に
設
け
る
も
の
。
予
算
・
決
算
委
員
会
に
お
い
て
、

審
査
の
能
率
向
上
を
図
り
、
詳
細
な
検
討
を
行
う
た

め
に
置
く
も
の
。

○
流
れ

本
会
議　

決
算
特
別
委
員
会
へ
議
案
を
付
託

決
算
特
別
委
員
会

　

分
科
会
設
置

総
務
企
画
分
科
会

経
済
建
設
分
科
会　

所
管
事
項
の
審
査

厚
生
文
教
分
科
会

決
算
特
別
委
員
会
（
全
体
会
）

　

分
科
会
長
か
ら
の
報
告
、
質
疑
、

　

議
員
間
討
議
、
討
論
、
採
決

本
会
議　

委
員
長
報
告
、
質
疑
、
討
論
、
採
決

　

９
月
27
日
に
行
わ
れ
た
決
算

特
別
委
員
会
で
は
、
各
分
科
会

で
審
査
さ
れ
た
議
案
の
審
査
経

過
が
報
告
さ
れ
、
そ
の
報
告
に

対
す
る
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

　

続
く
議
員
間
討
議
で
は
、
下
水

道
事
業
に
つ
い
て
、
接
続
率
向
上

の
た
め
宅
内
配
管
の
敷
設
費
用

の
個
人
負
担
に
関
す
る
検
討
及

び
新
規
接
続
の
補
助
金
の
周
知

な
ど
こ
れ
ま
で
以
上
の
Ｐ
Ｒ
活

動
を
行
う
こ
と
。
道
路
管
理
事
業

に
つ
い
て
、
道
路
補
修
工
事
と
他

の
工
事
と
の
予
算
を
整
理
し
な

が
ら
、
計
画
的
な
修
繕
計
画
を
作

成
し
事
業
の
効
率
化
を
図
る
こ

と
。
空
家
対
策
事
業
に
つ
い
て
、

人
的
配
置
を
増
員
さ
せ
管
内
パ

ト
ロ
ー
ル
の
充
実
を
図
り
特
定

空
家
指
定
の
徹
底
や
相
続
人
特

定
へ
の
早
め
の
対
処
を
行
う
こ

と
な
ど
の
意
見
が
出
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
採
決
が
行
わ
れ
、
議

案
第
１
号
及
び
第
４
号
か
ら
第

７
号
は
全
会
一
致
で
認
定
、
議

案
第
２
号
及
び
第
３
号
に
つ
い

て
は
賛
成
多
数
に
よ
り
認
定
さ

れ
ま
し
た
。

全
　
　
体
　
　
会

【9
月
27
日
】
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主
な
質
疑

主
な
質
疑

主
な
質
疑

ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
の
取
り
付
け
は

ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
の
購
入
数
と
ド
ラ
イ

ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
の
取
り
付
け
を
行
っ
て
い
な

い
公
用
車
の
台
数
は
。

62
個
購
入
し
た
。
取
り
付
け
を
行
っ
て
い
な
い

公
用
車
は
所
有
し
て
い
る
台
数
の
半
数
で
あ

る
。
う
ち
消
防
車
87
台
に
は
取
り
付
け
予
定
は

な
い
。

消
防
車
に
優
先
的
に
取
り
付
け
る
べ
き
だ
と

考
え
る
の
で
検
討
し
て
ほ
し
い
。

窓
口
負
担
軽
減
の
た
め
推
進
を

ク
レ
ジ
ッ
ト
決
済
利
用
件
数
及
び
コ
ン
ビ
ニ

証
明
書
交
付
件
数
は
。

ク
レ
ジ
ッ
ト
決
済
は
１
１
２
件
、
ア
プ
リ
は

２
６
６
件
、
コ
ン
ビ
ニ
証
明
書
交
付
件
数
は
住

民
票
及
び
印
鑑
証
明
１
，１
０
５
件
、
課
税
・

所
得
証
明
書
等
60
件
と
な
り
、
窓
口
事
務
負
担

が
軽
減
さ
れ
た
。

空
家
対
策
強
化
を

空
き
家
の
件
数
及
び
対
策
状
況
は
。
ま
た
、

特
定
空
家
の
認
定
は
。

空
き
家
は
２
，８
０
０
件
あ
る
。
パ
ト
ロ
ー
ル

を
し
、
所
有
者
へ
通
知
を
行
い
指
導
し
た
結

果
、
年
間
20
件
以
上
解
体
さ
れ
て
い
る
。
令

和
２
年
度
は
初
め
て
特
定
空
家
１
件
の
認
定

を
行
っ
た
。

令
和
４
年
４
月
か
ら
供
用
開
始

　
（
安
塚
公
園
）

安
塚
公
園
整
備
工
事
の
進
捗
状
況
は
。

敷
地
造
成
工
事
２・３
ｈ
ａ
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

コ
ー
ス
４
７
９
ｍ
、雨
水
排
水
整
備
、マ
ン
ホ
ー

ル
ポ
ン
プ
１
箇
所
の
整
備
を
行
っ
た
。
整
備

計
画
の
58
％
が
完
了
し
て
お
り
、
令
和
４
年

４
月
か
ら
供
用
開
始
す
る
。

使
い
勝
手
の
良
い
改
善
に

　
（
高
齢
者
タ
ク
シ
ー
利
用
助
成
券
）

高
齢
者
タ
ク
シ
ー
利
用
助
成
券
の
事
業
成

果
は
。

全
体
的
に
利
用
者
が
少
な
い
状
態
で
あ
り
、
鉾

田
・
旭
・
大
洋
の
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
で
利
用
者

数
に
偏
り
が
あ
っ
た
。
令
和
３
年
度
か
ら
利
用

者
年
齢
を
65
歳
に
引
き
下
げ
や
乗
車
運
賃
に

よ
っ
て
助
成
券
の
使
用
枚
数
上
限
を
変
更
す
る

な
ど
改
善
を
行
っ
た
。

旭
中
学
校
区
統
合
小
学
校

　
　
　
令
和
７
年
度
の
開
校
に
向
け
て

旭
中
学
校
区
統
合
小
学
校
整
備
に
関
す
る
進

捗
状
況
は
。

候
補
地
選
定
委
員
会
を
開
催
し
、
建
設
候
補

地
の
選
定
を
進
め
た
。
ま
た
、
基
本
計
画
検

討
委
員
会
を
立
ち
上
げ
て
小
学
校
建
設
に
必

要
な
事
項
に
つ
い
て
協
議
・
検
討
を
重
ね
た
。

令
和
２
年
度
決
算
特
集
　
決
算
特
別
委
員
会
分
科
会
　
主
な
質
疑

総
務
企
画
分
科
会

経
済
建
設
分
科
会

厚
生
文
教
分
科
会

【9
月
17
日
】

【9
月
21
日
】

【9
月
22
日
】

答

答

答答

答

答 問

問

問問

問

問 提言
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令
和
３
年
第
３
回
定
例
会
　
主
な
日
程
　
／
　
提
出
さ
れ
た
議
案
と
審
議
結
果
　　
　

会　

議　

名

議員名

議案等

土

子

勝

也

羽

成

洋

一

鬼

澤

治

男

髙

埜

栄

治

井

川

倫

士

亀

山
　

彰

二
重
作 

茂
兵
衛

小

沼
　

勝

根

嵜
　

眞

水
上 

美
智
子

入

江
　

晃

岩

間

勝

栄

井

川

茂

樹

米

川

宗

司

山

口
　

德

田

口

清

一

堀

田

正

衛

高

野
　

衛

討 論

採
決
結
果

※ 議 案 等
　 について

賛 成 反 対

第
　
３
　
回
　
定
　
例
　
会

第2号

令和2年度鉾田市
国民健康保険特別
会計歳入歳出決算
認定について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議

長

は

採

決

に

加

わ

り

ま

せ

ん

○ ○ ○ ○ ○ ● 羽成 高野 認定

第３号

令和2年度鉾田市
後期高齢者医療特
別会計歳入歳出決
算認定について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● 羽成 高野 認定

第30号
令和3年度鉾田市
一般会計補正予算
（第7号）

○ ○ ○ ● ● ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ 高野 髙埜 可決

○：議案等に対して賛成　　●：議案等に対して反対　　退：退席　　欠：欠席　　除：除斥

９
月
７
日
〔火
〕 

本
会
議

 

・
開
会

 

・
会
議
録
署
名
議
員
の
指
名

 

・
会
期
の
決
定

 

・
諸
般
の
報
告

 
・
行
政
報
告
並
び
に
市
長
提
出
議
案
説
明

 
  

（議
案
第
１
号
か
ら
第
27
号
及
び
監
査
報
告
）

９
月
９
日
〔木
〕 

本
会
議

 

・
一
般
質
問

 

・
市
長
提
出
議
案
説
明
（議
案
第
28
号
及
び

 
  

第
29
号
）

９
月
10
日
〔金
〕 

本
会
議

 

・
一
般
質
問

９
月
14
日
〔火
〕 

本
会
議

 

・
議
案
第
８
号
か
ら
第
27
号
質
疑
・
討
論
・
採
決

９
月
15
日
〔水
〕 

本
会
議

 

・
決
算
及
び
財
団
報
告
に
関
す
る
質
疑

 

・
決
算
特
別
委
員
会
の
設
置

 

・
市
長
提
出
議
案
説
明
（議
案
第
30
号
か
ら

 
  

第
１
５
６
号
）　　
　
　
　
　
　

９
月
17
日
〔金
〕 

総
務
企
画
分
科
会

９
月
21
日
〔火
〕 

経
済
建
設
分
科
会

９
月
22
日
〔水
〕 

厚
生
文
教
分
科
会

９
月
27
日
〔月
〕 

決
算
特
別
委
員
会
（全
体
会
）

９
月
28
日
〔火
） 

経
済
建
設
常
任
委
員
会

 

厚
生
文
教
常
任
委
員
会

9
月
30
日
〔木
〕 

本
会
議

 

・
議
案
第
１
号
か
ら
第
７
号
委
員
長
報
告
・

 
  

質
疑
・
討
論
・
採
決

 

・
議
案
第
28
号
か
ら
第
１
５
６
号
質
疑
・

 
  

討
論
・
採
決

 

・
請
願
第
03-

2
号
委
員
長
報
告
・
質
疑
・

 
  

討
論
・
採
決　
　
　
　
　
　
　

 

・
議
議
案
第
４
号
及
び
第
５
号
提
案
説
明
・

 
  

質
疑
・
討
論
・
採
決

 

・
閉
会

令
和
３
年
第
３
回
定
例
会

主 な 日 程

会議名 議　　　案　　　等

第
　
３
　
回
　
定
　
例
　
会

第１号 令和２年度鉾田市一般会計歳入歳出決算認定について

第４号 令和２年度鉾田市介護保険特別会計歳入歳出決算認定について

第５号 令和２年度鉾田市農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算認定について

第６号 令和２年度鉾田市水道事業会計収入支出決算認定について

第７号 令和２年度鉾田市下水道事業会計収入支出決算認定について

第８号
専決処分の承認について （鉾田市個人情報の保護に関する条例及び鉾田市行政手続におけ
る特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律に基づく個人番号の利用及び特
定個人情報の提供に関する条例の一部を改正する条例）

第９号 専決処分の承認について （鉾田市手数料条例の一部を改正する条例）

第10号 専決処分の承認について （損害賠償の額の決定及び和解について）
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令
和
３
年
第
３
回
定
例
会
　
概
要
　
／
　
提
出
さ
れ
た
議
案
と
審
議
結
果

会議名 議　　　案　　　等

第
　
３
　
回
　
定
　
例
　
会

第11号 専決処分の承認について （損害賠償の額の決定及び和解について）

第12号 鉾田市長の給料の特例に関する条例の制定について

第13号 鉾田市放課後児童クラブ条例の制定について

第14号 鉾田市体育施設の設置及び管理に関する条例の一部改正について

第15号 鉾田市乗合自動車運行に関する条例の廃止について

第16号 令和３年度鉾田市一般会計補正予算 （第６号）

第17号 令和３年度鉾田市国民健康保険特別会計補正予算 （第１号）

第18号 令和３年度鉾田市後期高齢者医療特別会計補正予算 （第１号）

第19号 令和３年度鉾田市介護保険特別会計補正予算 （第２号）

第20号 令和３年度鉾田市農業集落排水事業特別会計補正予算 （第１号）

第21号 令和３年度鉾田市水道事業会計補正予算 （第１号）

第22号 令和３年度鉾田市下水道事業会計補正予算 （第１号）

第23号 鉾田市政治倫理審査会委員の任命について （大久保　敏雄氏）

第24号 鉾田市政治倫理審査会委員の任命について （中根　智子氏）

第25号 鉾田市政治倫理審査会委員の任命について （宮﨑　修士氏）

第26号 鉾田市政治倫理審査会委員の任命について （荒野　義昭氏）

第27号 鉾田市政治倫理審査会委員の任命について （人見　光一氏）

第28号 専決処分の承認について （損害賠償の額の決定及び和解について）

第29号 専決処分の承認について （損害賠償の額の決定及び和解について）

第31号〜第156号 損害賠償の額の決定及び和解について （追認）

請願第03-2号 教職員定数改善と義務教育費国庫負担制度堅持のための政府予算に係る意見書採択を求める請願

議議案第4号 鉾田市長の専決処分事項の指定について

議議案第5号 教職員定数改善及び義務教育費国庫負担制度堅持に係る意見書の提出について

　

令
和
３
年
第
３
回
定
例
会
は
、
９
月
７
日
か
ら

９
月
30
日
ま
で
の
24
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し

た
。

　

議
案
は
、
市
長
か
ら
令
和
２
年
度
各
会
計
決
算

や
町
村
合
併
時
か
ら
の
損
害
賠
償
の
額
の
決
定

及
び
和
解
の
追
認
を
求
め
る
も
の
な
ど
１
５
６
件

が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
議
員
か
ら
は
２
件

の
議
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
令
和
２
年
度
各
会
計
決
算
は
、
決
算
特

別
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、
所
管
す
る
分
科
会
ご

と
で
集
中
審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。（

☟ 
Ｐ
6
、
7
）

　

一
般
質
問
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
で
制
限
時
間

を
60
分
か
ら
30
分
に
変
更
し
て
行
い
ま
し
た
。
９

人
の
議
員
か
ら
通
告
が
あ
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
進
捗
や
オ
ス
プ
レ
イ
の
飛

行
訓
練
な
ど
に
つ
い
て
質
問
を
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　
　
　
　
　
　

 　
　

（
☟
Ｐ
11
～
Ｐ
16
）

　

常
任
委
員
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
の
た
め
所

管
事
務
調
査
は
行
わ
ず
、
付
託
案
件
の
み
審
査

を
行
う
と
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
経
済
建
設
常

任
委
員
会
で
は
陳
情
審
査
、
厚
生
文
教
常
任
委

員
会
で
は
請
願
審
査
及
び
要
望
審
査
が
行
わ
れ

ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
☟
Ｐ
17
）

　

今
定
例
会
で
は
、
提
出
さ
れ
た
議
案
は
す
べ
て

可
決
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
議
員
提
出
さ
れ
た
議

議
案
第
４
号

「
鉾
田
市
長
の
専
決
処
分
事
項
の
指

定
に
つ
い
て
」
及
び
議
議
案
第
５
号

「
教
職
員
定

数
改
善
及
び
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
堅
持

に
係
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て
」
は
全
会
一
致

で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　

（☟
Ｐ
10
、
17
）

概 　 　 要
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令
和
３
年
第
３
回
定
例
会
　
注
目
議
案
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

議案第30号　令和３年度鉾田市一般会計補正予算（第７号）

議議案第４号　鉾田市長の専決処分事項の指定について

議案第31号から第156号 　損害賠償の額の決定及び和解について(追認）

可 決

可 決

コロナ禍でがんばる子育て世帯や高校生へ支援を

事故等での相手方との示談交渉をスムーズに

新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金等を活用し、 子育て世帯や高校生
がいる世帯へ支援事業等を行うもの

地方自治法（昭和22年法律第67号）第180条第１項の規定により、 法律上市の義務に属する損害

賠償の額を定めること （市が加入する損害賠償責任保険等により支払われる額の範囲内であるも

のに限る。）及びこれに伴う和解に関することは市長においてこれを専決処分することができる。

なぜこんなにたくさんの議案が？
地方自治法により、和解や損害賠償の額を定めるときには議会の議決が必要です。しかし、鉾田
市ではこれまで議会へ議決を求めていなかったことが判明し、合併まで遡り議決を求めたため。

〇主な事業内容

主な質疑
今回の臨時交付金は事業支援分と

しての追加だと思うが、新規の事

業者向け支援がない理由は。

中小企業等に対する支援は相当数行ってき
ているため今回は既存事業に充て、休校措
置等により負担を強いられている子育て世
帯向け事業を行うこととした。

答問

・子育て応援支援事業
　対 象 児 童	 平成18年４月２日から令和３年８月31日までに生まれた児童

　支給対象者	 下記の要件を満たす、 アまたはイの方が対象です　

	 	 令和３年８月31日現在、 鉾田市に住民票登録のある者

	 	 　	ア鉾田市から令和３年９月分の児童手当	（特例給付含）を支給された者

	 	 　	イ公務員の方で令和３年９月分の児童手当	（特例給付含）を受給された者

　支 給 金 額　児童１人につき１万円

　　　※イの方は申請が必要です。 （アの方は申請は不要ですが、 受給を辞退される方は届出が必要です）

・高校生応援特別支援金給付事業
　対　象　者	 平成18年４月１日以前に生まれた者で、 高等学校、 中等教育学校後期課程、

	 	 特別支援学校高等部、 高等専門学校	（１年生から３年生）等に在学する者

　支給対象者	 対象者の保護者で令和３年１０月１日現在、 鉾田市に住民登録がある者

　支 援 金 額	 対象者１人につき２万円

　　　※申請が必要です。 該当する方はお忘れなく。
　

　※それぞれの事業の詳細等については、市ＨＰまたは広報ほこたでご確認ください。

○下記の内容を専決処分事項として指定しました。

○指定に至ったポイントはココ

市が加入する保険で和解・損害賠償が確定される場合は、 議会で議決

を経ることなく市長が専決処分することが可能。

☞相手方との示談交渉をスムーズに行うことができる。

  【審議結果】　賛成多数 （12対５）により可決

そこで議会から提案しました！

～過去の未議決案件を追認しました～

子育て応援支援事
業の詳細はこちら

高校生応援特別
支援給付事業の
詳細はこちら
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こ
こ
が
聞
き
た
い
!!
　
一
般
質
問

議 員 名 質　問　事　項

水上美智子

1
コロナ禍で低迷した市民の元

気を回復するためについて

2
デジタル活用支援推進事業に

ついて

3
安心して子どもを産み育てる

環境づくりについて

土子　勝也

1 鉾田市産野菜のPRについて

2 市内学校の借地料について

3 学校跡地利用について

4 新型コロナ対策について

入江　　晃 1
新型コロナウイルス感染拡大防

止について

井川　倫士

1

今求められる新型コロナウイル

スに対する医療体制整備につ

いて

2
コロナ対策としての経済対策

について

羽成　洋一

1 子ども食堂について

2
市内通学路の安全確保につい

て

議 員 名 質　問　事　項

髙埜　栄治

1

岸田市長公約のひとつ「市民が

主役の鉾田にチェンジ！」で徹

底した行政改革を掲げており

ますが、「まちづくりにおける自

助 ・共助 ・公助の役割推進」の

ためのまちづくり担当課及び

生涯学習推進課での人材育成

と推進の取組みについて

2

岸田市長公約である「世界に誇

る鉾田にチェンジ！」で鹿島灘

活用・大竹海岸駐車場整備を挙

げていますが、 鹿島灘海浜公

園都市計画区域の実施に向け

たこれまでの取組みと今後の

推進施策について

3

陸上自衛隊木更津駐屯地暫定

配備扱いオスプレイの航空自衛

隊百里基地における恒常的訓

練阻止行動について

鬼澤　治男

1
新型コロナウイルス感染症防止

対策について

2

コロナ禍における市民の経済

的影響の把握及び対策等につ

いて

亀山　　彰

1 飯名地区土地利用について

2 コロナ禍の対応について

3 鉾田市の教育について

高野　　衛

1
百里基地でのオスプレイ訓練に

ついて

2 補聴器購入補助について

3 家畜排泄物対策について

4 生産者米価対策について
検　索鉾田市議会　会議録

鉾田市議会ホームページで

一般質問の会議録を公開しています!

①鉾田市のホームページへアクセス

   「http://www.city.hokota.lg.jp」

②市ガイド内の 「鉾田市議会」 クリック

③会議録をクリック

※今定例会の会議録は12月上旬公開予定です。

また、 各議員の2次元コードを読み込むことで、
一般質問の録画放送を再生できます。

ここが聞きたい!!ここが聞きたい!!
一般質問一般質問

¦¦お
知らせ¦お知らせ¦

P14

P15

P15

P16

P12

P12

P13

P13

P14

議員が市政全般の現状や方針な
どを問うものです。 ここでは、 一
般質問を要約して掲載します !!

？？？ 一般質問とは？一般質問とは？
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一
般
質
問
　
水
上 

美
智
子 

議
員
　
／
　
土
子 

勝
也 

議
員

安心して子どもを産
み育てる環境づくり

鉾田市産
野菜のPRを

産
後
鬱
な
ど
を
防
ぐ
た
め

産
後
鬱
な
ど
を
防
ぐ
た
め

の
産
後
ケ
ア
を
本
市
は
取

の
産
後
ケ
ア
を
本
市
は
取

り
組
ん
で
い
る
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の

り
組
ん
で
い
る
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の

中
で
の
現
状
に
つ
い
て
伺
う
。

中
で
の
現
状
に
つ
い
て
伺
う
。

【
福
祉
事
務
所
長
】
本
市

で
は
出
産
後
の
母
子
に
対

し
て
の
心
身
の
ケ
ア
や
育
児
の
サ

ポ
ー
ト
を
行
い
、
産
後
も
安
心
し

て
子
育
て
が
で
き
る
支
援
体
制
を

確
保
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
実

施
し
て
い
る
。

　
利
用
状
況
は
、
令
和
元
年
度
に

２
名
、
令
和
２
年
度
も
２
名
が
産

後
ケ
ア
を
利
用
し
て
い
る
。

　
産
後
鬱
予
防
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
は
、
母
子
手
帳
発
行
時
の
ア

コ
ロ
ナ
禍
で
の
巣
ご
も
り

コ
ロ
ナ
禍
で
の
巣
ご
も
り

需
要
が
続
け
ば
野
菜
の
需

需
要
が
続
け
ば
野
菜
の
需

要
が
伸
び
な
い
と
思
う
。
そ
こ
で
、

要
が
伸
び
な
い
と
思
う
。
そ
こ
で
、

販
路
拡
大
の
た
め
の
Ｐ
Ｒ
方
法
に
つ

販
路
拡
大
の
た
め
の
Ｐ
Ｒ
方
法
に
つ

い
て
伺
う
。

い
て
伺
う
。

【
環
境
経
済
部
長
】
本
市
産

野
菜
の
Ｐ
Ｒ
に
つ
い
て
は
、

ラ
ジ
オ
や
新
聞
等
で
の
情
報
発
信

に
加
え
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
マ
ガ
ジ
ン
ア
プ

リ
な
ど
、
多
様
な
媒
体
を
活
用
し
て

行
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
拡
大
防
止
に
よ
る
店
頭
販
売

量
の
減
少
に
対
応
す
る
た
め
、
通
信

販
売
の
強
化
を
目
的
と
し
た
特
設
サ

イ
ト
を
昨
年
度
よ
り
開
設
し
て
い
る
。

ン
ケ
ー
ト
、
面
接
等
を
実
施
し
、

リ
ス
ク
の
あ
る
方
に
電
話
連
絡
や

訪
問
等
で
支
援
を
実
施
し
て
い

る
。
出
生
届
出
時
に
も
面
会
を
実

施
し
、
心
配
な
方
に
は
早
め
の
支

援
を
実
施
し
て
い
る
。

こ
の
事
業
は
育
児
不

こ
の
事
業
は
育
児
不

安
、
ま
た
産
後
鬱
の

安
、
ま
た
産
後
鬱
の

発
症
リ
ス
ク
を
軽
減
す
る
こ
と
が

発
症
リ
ス
ク
を
軽
減
す
る
こ
と
が

目
的
で
あ
る
と
理
解
し
て
い
る
。

目
的
で
あ
る
と
理
解
し
て
い
る
。

　

自
治
体
に
よ
っ
て
利
用
回
数
と

　

自
治
体
に
よ
っ
て
利
用
回
数
と

利
用
料
に
差
が
あ
り
本
市
は
実
施

利
用
料
に
差
が
あ
り
本
市
は
実
施

回
数
が
少
な
い
と
感
じ
る
。

回
数
が
少
な
い
と
感
じ
る
。

　

今
後
利
用
で
き
る
対
象
者
及
び

　

今
後
利
用
で
き
る
対
象
者
及
び

利
用
回
数
の
拡
充
に
つ
い
て
検
討

利
用
回
数
の
拡
充
に
つ
い
て
検
討

す
る
考
え
は
あ
る
か
。

す
る
考
え
は
あ
る
か
。

　
こ
れ
ま
で
鉾
田
市
産
野
菜
の
Ｐ
Ｒ

に
よ
り
、
テ
レ
ビ
番
組
な
ど
大
手
メ

デ
ィ
ア
に
鉾
田
市
が
取
り
上
げ
ら
れ

る
こ
と
が
増
え
、
Ｐ
Ｒ
効
果
が
現
れ

て
い
る
。

国
際
果
実
野
菜
年
２
０

国
際
果
実
野
菜
年
２
０

２
１
と
い
う
オ
フ
ィ
シ
ャ

２
１
と
い
う
オ
フ
ィ
シ
ャ

ル
サ
ポ
ー
タ
ー
に
鉾
田
市
が
認
定

ル
サ
ポ
ー
タ
ー
に
鉾
田
市
が
認
定

さ
れ
た
。
こ
れ
に
は
日
本
の
多
く

さ
れ
た
。
こ
れ
に
は
日
本
の
多
く

の
大
手
企
業
等
が
参
加
し
て
い
る

の
大
手
企
業
等
が
参
加
し
て
い
る

と
思
う
。

と
思
う
。

　

市
と
し
て
は
こ
う
い
っ
た
大
手

　

市
と
し
て
は
こ
う
い
っ
た
大
手

企
業
等
を
通
し
て
の
Ｐ
Ｒ
を
す
る

企
業
等
を
通
し
て
の
Ｐ
Ｒ
を
す
る

こ
と
で
、
鉾
田
市
の
野
菜
を
ど
ん

こ
と
で
、
鉾
田
市
の
野
菜
を
ど
ん

ど
ん
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
の
で
は
な

ど
ん
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
の
で
は
な

い
か
と
思
う
が
如
何
か
。

い
か
と
思
う
が
如
何
か
。

【
福
祉
事
務
所
長
】
単
純

に
期
間
を
延
ば
す
、
回

数
を
増
や
す
、
料
金
を
安
く
す
る

と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
必
要
な

サ
ー
ビ
ス
、
こ
ち
ら
を
見
極
め
て

判
断
し
て
い
き
た
い
。

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
い
ば
ら

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
い
ば
ら

き
妊
娠
・
子
育
て
ホ
ッ
ト

き
妊
娠
・
子
育
て
ホ
ッ
ト

ラ
イ
ン
、
鉾
田
市
子
育
て
世
代
包

ラ
イ
ン
、
鉾
田
市
子
育
て
世
代
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
Ｈ
Ｕ
Ｇ
く
む
、

括
支
援
セ
ン
タ
ー
Ｈ
Ｕ
Ｇ
く
む
、

い
ば
ら
き
虐
待
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
の

い
ば
ら
き
虐
待
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
の

相
談
の
現
状
を
伺
う
。

相
談
の
現
状
を
伺
う
。

【
福
祉
事
務
所
長
】
令
和

2
年
度
の
実
績
で
、
い
ば

ら
き
妊
娠
・
子
育
て
ホ
ッ
ト
ラ
イ

ン
が
５
３
９
件
。
鉾
田
市
子
育
て

【
環
境
経
済
部
長
】
国
際
果

実
野
菜
年
２
０
２
１
で
の

取
り
組
み
と
し
て
は
、
幼
稚
園
、
保

育
園
、
小
中
学
校
に
お
け
る
食
育
の

実
施
、
ま
た
企
業
と
連
携
し
た
野
菜

に
対
す
る
モ
ニ
タ
ー
調
査
や
関
連
す

る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
を
予
定
し

て
い
る
。

国
際
的
に
野
菜
の
輸

国
際
的
に
野
菜
の
輸

出
が
で
き
る
よ
う
な

出
が
で
き
る
よ
う
な

状
況
を
つ
く
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な

状
況
を
つ
く
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
う
の
で
、
引
き
続
き
Ｐ

ら
な
い
と
思
う
の
で
、
引
き
続
き
Ｐ

Ｒ
活
動
を
お
願
い
し
た
い
。

Ｒ
活
動
を
お
願
い
し
た
い
。

 
市
内
学
校
の
借
地
料
は

世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
Ｈ
Ｕ
Ｇ

く
む
が
５
８
６
件
。
い
ば
ら
き
虐

待
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
が
１
，７
１
５

件
で
あ
る
。

　
産
前
産
後
は
、
身
体
的
、
精
神

的
に
負
担
が
大
き
い
時
期
と
な
る

が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
人
と
の
接
触
が

制
限
さ
れ
、
身
近
な
人
の
助
け
が

十
分
得
ら
れ
ず
、
不
安
を
感
じ
る

妊
産
婦
は
少
な
く
な
い
。

　
妊
産
婦
が
抱
え
る
不
安
や
悩
み

に
、
引
き
続
き
子
育
て
世
代
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
Ｈ
Ｕ
Ｇ
く
む
に
お

い
て
、
相
談
対
応
や
様
々
な
情
報

を
発
信
し
て
、
適
切
な
サ
ー
ビ
ス

に
つ
な
げ
た
い
と
考
え
て
い
る
。

鉾
田
市
が
合
併
し
て
か
ら
学

鉾
田
市
が
合
併
し
て
か
ら
学

校
敷
地
の
借
地
料
は
ど
の
く

校
敷
地
の
借
地
料
は
ど
の
く

ら
い
支
払
っ
た
の
か
。
ま
た
、
現
在
支

ら
い
支
払
っ
た
の
か
。
ま
た
、
現
在
支

払
っ
て
い
る
件
数
及
び
金
額
を
伺
う
。

払
っ
て
い
る
件
数
及
び
金
額
を
伺
う
。

【
教
育
部
長
】
合
併
し
た
平

成
17
年
度
か
ら
令
和
２
年

度
ま
で
の
16
年
間
で
借
地
料
を
総

額
で
５
，９
８
６
万
２
，０
２
６
円
支

払
っ
て
い
る
。

　

現
在
、
借
地
の
あ
る
学
校
は
6

校
で
あ
り
、
令
和
２
年
度
借
地
料
は

２
８
２
万
９
，４
９
５
円
で
あ
る
。

今
後
、
学
校
施
設
の
統

今
後
、
学
校
施
設
の
統

廃
合
が
進
む
中
で
、
市

廃
合
が
進
む
中
で
、
市

税
を
投
入
し
て
支
払
わ
れ
る
借
地
料

税
を
投
入
し
て
支
払
わ
れ
る
借
地
料

に
つ
い
て
は
早
く
解
消
さ
れ
た
い
。

に
つ
い
て
は
早
く
解
消
さ
れ
た
い
。

提
言

提
言

答答

答

答

答答

問問

問

問

問

再
質
問
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一
般
質
問
　
入
江 

晃 

議
員
　
／
　
井
川 

倫
士 

議
員

当
た
る
だ
け
で
な
く
、
体
調
不

良
時
の
受
診
や
学
校
へ
の
連

絡
遅
れ
、
検
査
回
避
等
に
も
つ

な
が
り
か
ね
な
い
と
考
え
る
。

　

教
育
委
員
会
と
し
て
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
関
連
す
る
い
じ
め
に
特
化
し

た
相
談
窓
口
は
設
置
し
な
い

が
、
い
じ
め
全
般
に
対
応
す
る

体
制
は
整
備
さ
れ
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
の
後
遺
症

コ
ロ
ナ
の
後
遺
症

に
か
な
り
不
安
を

に
か
な
り
不
安
を

抱
え
て
い
る
市
民
の
方
も
い
る

抱
え
て
い
る
市
民
の
方
も
い
る

と
思
う
の
で
、
ぜ
ひ
と
も
、
県

と
思
う
の
で
、
ぜ
ひ
と
も
、
県

と
協
議
し
て
専
用
の
窓
口
設
置

と
協
議
し
て
専
用
の
窓
口
設
置

を
検
討
さ
れ
た
い
。

を
検
討
さ
れ
た
い
。

思
う
。

思
う
。

　

個
人
情
報
と
い
う
観
点
は
あ

　

個
人
情
報
と
い
う
観
点
は
あ

る
も
の
の
、
県
と
連
携
し
て
の

る
も
の
の
、
県
と
連
携
し
て
の

感
染
後
の
相
談
窓
口
設
置
を

感
染
後
の
相
談
窓
口
設
置
を

検
討
し
て
は
ど
う
か
伺
う
。

検
討
し
て
は
ど
う
か
伺
う
。

【
福
祉
保
健
部
長
】
新

型
コ
ロ
ナ
感
染
後
の
後

遺
症
の
実
態
に
つ
い
て
は
、
全

く
把
握
で
き
て
い
な
い
と
い
う

の
が
現
状
で
あ
る
が
、
市
の
保

健
セ
ン
タ
ー
へ
の
問
合
せ
は
今

の
と
こ
ろ
な
い
。

　
県
と
し
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
窓
口
で
対
応
し
て
い

る
。
ま
た
、
公
立
病
院
な
ど
が

あ
る
自
治
体
に
お
い
て
は
相
談

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

接
種
率
が
全
国
で
既
に

接
種
率
が
全
国
で
既
に

6565
歳
以
上
の
高
齢
者
約

歳
以
上
の
高
齢
者
約
8787
％
、
％
、

全
体
で
も

全
体
で
も
4949
％
の
方
が
２
回
の

％
の
方
が
２
回
の

接
種
を
終
え
、
高
齢
者
の
新
規

接
種
を
終
え
、
高
齢
者
の
新
規

感
染
者
は
４
％
程
度
に
急
速
に

感
染
者
は
４
％
程
度
に
急
速
に

減
少
し
て
い
る
。

減
少
し
て
い
る
。

　

コ
ロ
ナ
対
策
の
切
り
札
が
ワ

　

コ
ロ
ナ
対
策
の
切
り
札
が
ワ

ク
チ
ン
接
種
で
あ
る
こ
と
は
明

ク
チ
ン
接
種
で
あ
る
こ
と
は
明

白
で
あ
る
。
来
月

白
で
あ
る
。
来
月
1010
日
ま
で
に

日
ま
で
に

はは
1212
歳
以
上
の
８
割
に
必
要
な

歳
以
上
の
８
割
に
必
要
な

ワ
ク
チ
ン
が
供
給
さ
れ
る
と
聞

ワ
ク
チ
ン
が
供
給
さ
れ
る
と
聞

い
て
い
る
。
そ
こ
で
、
本
市
の

い
て
い
る
。
そ
こ
で
、
本
市
の

進
捗
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

進
捗
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

【
福
祉
保
健
部
長
】市
内
の

ワ
ク
チ
ン
接
種
率
は
、
90
代

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
後
の

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
後
の

後
遺
症
の
有
無
に
関

後
遺
症
の
有
無
に
関

す
る
統
計
的
な
デ
ー
タ
が
各

す
る
統
計
的
な
デ
ー
タ
が
各

国
政
府
等
か
ら
依
然
示
さ
れ

国
政
府
等
か
ら
依
然
示
さ
れ

て
い
な
い
。
一
部
報
道
に
よ
れ

て
い
な
い
。
一
部
報
道
に
よ
れ

ば
、
少
な
く
と
も
１
割
か
ら
２

ば
、
少
な
く
と
も
１
割
か
ら
２

割
程
度
の
後
遺
症
が
あ
る
と

割
程
度
の
後
遺
症
が
あ
る
と

言
わ
れ
て
い
る
。
本
市
の
陽
性

言
わ
れ
て
い
る
。
本
市
の
陽
性

者
が
２
０
０
名
を
超
え
る
状
況

者
が
２
０
０
名
を
超
え
る
状
況

と
な
っ
て
お
り
、
後
遺
症
に
関

と
な
っ
て
お
り
、
後
遺
症
に
関

す
る
相
談
体
制
の
整
備
が
求

す
る
相
談
体
制
の
整
備
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。

め
ら
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
子
ど
も
た
ち
の
感
染

　

ま
た
、
子
ど
も
た
ち
の
感
染

も
増
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
い

も
増
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
い

じ
め
問
題
の
解
消
に
つ
い
て
再

じ
め
問
題
の
解
消
に
つ
い
て
再

度
検
討
す
べ
き
時
期
に
あ
る
と

度
検
討
す
べ
き
時
期
に
あ
る
と

ワクチン接種の進捗
と今後の見通しは

今求められる新型コロ
ナウイルスに対する相
談体制整備を

以
上
で
接
種
完
了
が
87
・
2
％
。
80
代

で
接
種
完
了
が
90
・
3
％
。
70
代
で
接

種
完
了
が
91
・
9
％
。
60
代
で
接
種
完

了
が
82
・
6
％
。
50
代
で
接
種
完
了
が

62
・
1
％
。
40
代
で
接
種
完
了
が
24
・

9
％
。
30
代
で
接
種
完
了
が
20
％
。

20
代
で
接
種
完
了
が
14
・
1
％
。
10
代

で
接
種
完
了
が
2
・
4
％
と
い
う
状
況

で
あ
る
。

　

40
代
以
下
が
ま
だ
低
い
理
由
は
、

８
月
以
降
に
予
約
が
始
ま
り
、今
ち
ょ

う
ど
接
種
し
て
い
る
段
階
の
た
め
で

あ
る
。

国
で
は
、

国
で
は
、
6565
歳
以
上

歳
以
上

の
方
を
７
月
中
に
接

の
方
を
７
月
中
に
接

種
完
了
を
目
指
し
て
実
施
す
る

種
完
了
を
目
指
し
て
実
施
す
る

と
い
う
こ
と
を
表
明
し
、
こ
れ

と
い
う
こ
と
を
表
明
し
、
こ
れ

を
受
け
、
茨
城
県
で
は
自
治
体

を
受
け
、
茨
城
県
で
は
自
治
体

か
ら
の
緊
急
要
望
を
受
け
た
知

か
ら
の
緊
急
要
望
を
受
け
た
知

事
が
大
規
模
接
種
会
場
を
設
置

事
が
大
規
模
接
種
会
場
を
設
置

す
る
な
ど
し
て
ワ
ク
チ
ン
接
種

す
る
な
ど
し
て
ワ
ク
チ
ン
接
種

が
進
ん
だ
。

が
進
ん
だ
。

　

そ
の
結
果
、
鉾
田
市
に
お
い

　

そ
の
結
果
、
鉾
田
市
に
お
い

て
は
て
は
6565
歳
以
上
の
方
で
ワ
ク
チ

歳
以
上
の
方
で
ワ
ク
チ

ン
接
種
を
希
望
す
る
方
が
、
ど

ン
接
種
を
希
望
す
る
方
が
、
ど

の
く
ら
い
の
時
期
に
お
お
む
ね

の
く
ら
い
の
時
期
に
お
お
む
ね

完
了
し
た
の
か
伺
う
。
ま
た
、

完
了
し
た
の
か
伺
う
。
ま
た
、

1212
歳
以
上
の
今
後
の
見
通
し
は
。

歳
以
上
の
今
後
の
見
通
し
は
。

【
福
祉
保
健
部
長
】何
を
も
っ

て
完
了
と
す
る
の
か
は
非
常

に
難
し
い
が
、
７
月
中
に
は
お
お
む

ね
８
割
の
方
が
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
完

窓
口
が
あ
る
と
い
う
よ
う
な
状

況
で
あ
る
。

　

市
の
保
健
師
で
は
確
定
診

断
が
で
き
な
い
の
で
、
単
独
で

の
窓
口
設
置
は
難
し
い
。
県
で

後
遺
症
に
関
す
る
専
門
窓
口

を
置
い
て
も
ら
う
よ
う
、
保
健

所
等
に
話
を
し
て
い
き
た
い
。

【
教
育
部
長
】
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

へ
の
罹
患
は
誰
に
で
も
生
じ
得

る
も
の
で
あ
り
、
感
染
ま
た
は

濃
厚
接
触
と
な
っ
た
児
童
生

徒
に
対
す
る
差
別
的
な
取
扱

い
や
誹
謗
中
傷
等
を
含
め
た

い
じ
め
問
題
は
、
人
権
侵
害
に

了
し
た
と
推
測
す
る
。

　

ま
た
12
歳
以
上
の
見
通
し
に
つ
い

て
は
、
12
歳
の
誕
生
日
が
来
て
か
ら

の
接
種
と
な
り
、
誕
生
月
に
対
象
者

に
対
し
随
時
接
種
券
を
送
っ
て
お
り
、

送
っ
た
人
の
８
割
以
上
が
す
で
に
予

約
を
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

　

今
後
未
接
種
の
方
に
は
接
種
勧

奨
の
通
知
を
し
な
が
ら
、
全
人
口
の

80
％
ぐ
ら
い
の
接
種
率
を
目
指
し
て

い
き
た
い
。

本
市
で
は
順
調
に
接

本
市
で
は
順
調
に
接

種
が
進
ん
で
い
る
。

種
が
進
ん
で
い
る
。

執
行
部
は
大
変
頑
張
っ
て
お
り
、

執
行
部
は
大
変
頑
張
っ
て
お
り
、

本
当
に
感
謝
を
申
し
上
げ
る
。

本
当
に
感
謝
を
申
し
上
げ
る
。

　　

意
見

提
言

答

答

答答

問問

再
質
問
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県
内
自
治
体
に
お
け

県
内
自
治
体
に
お
け

る
子
ど
も
食
堂
の
開

る
子
ど
も
食
堂
の
開

設
状
況
と
市
内
で
の
開
設
に

設
状
況
と
市
内
で
の
開
設
に

向
け
た
行
政
の
姿
勢
と
方
向

向
け
た
行
政
の
姿
勢
と
方
向

性
に
つ
い
て
伺
う
。

性
に
つ
い
て
伺
う
。

【
福
祉
事
務
所
長
】

県
内
34
自
治
体
で

１
０
６
の
子
ど
も
食
堂
が
運

営
さ
れ
て
い
る
。
市
と
し
て

は
、
相
談
業
務
を
通
じ
て
状

況
の
把
握
に
努
め
る
と
と
も

に
、
鉾
田
市
社
会
福
祉
協
議

会
と
の
連
絡
を
密
に
し
、
子

ど
も
食
堂
を
運
営
す
る
団
体

が
あ
っ
た
と
き
の
た
め
に
、

助
成
制
度
な
ど
を
検
討
し
て

オ
ス
プ
レ
イ
の
機
体
あ

オ
ス
プ
レ
イ
の
機
体
あ

る
い
は
機
能
並
び
に
訓

る
い
は
機
能
並
び
に
訓

練
内
容
に
つ
い
て
、
ど
の
程
度

練
内
容
に
つ
い
て
、
ど
の
程
度

の
詳
細
情
報
を
基
に
訓
練
要
請

の
詳
細
情
報
を
基
に
訓
練
要
請

に
合
意
し
た
の
か
。
ま
た
、
オ

に
合
意
し
た
の
か
。
ま
た
、
オ

ス
プ
レ
イ
の
機
体
、
あ
る
い
は

ス
プ
レ
イ
の
機
体
、
あ
る
い
は

訓
練
の
危
険
性
に
関
し
て
ど
の

訓
練
の
危
険
性
に
関
し
て
ど
の

よ
う
な
認
識
を
持
っ
て
い
る
か

よ
う
な
認
識
を
持
っ
て
い
る
か

伺
う
。

伺
う
。【

政
策
企
画
部
長
】
米

軍
機
の
オ
ス
プ
レ
イ
が

国
内
外
で
度
々
事
故
を
起
こ
す

な
ど
、
周
辺
住
民
は
安
全
性
に

疑
問
を
感
じ
て
い
る
。
市
と
し

て
は
、
周
辺
住
民
の
不
安
が
軽

減
さ
れ
る
よ
う
北
関
東
防
衛
局

一
般
質
問
　
羽
成 

洋
一 

議
員
　
／
　
髙
埜 

栄
治 

議
員

子ども食堂の
開設に向けて

オスプレイ訓練
への対応は

い
き
た
い
。県

内
県
内
4444
市
町
村
の

市
町
村
の

内
６
市
町
村
が
開

内
６
市
町
村
が
開

設
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、

設
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、

鹿
行
地
区
で
は
鉾
田
市
だ
け

鹿
行
地
区
で
は
鉾
田
市
だ
け

が
開
設
し
て
い
な
い
状
況
で

が
開
設
し
て
い
な
い
状
況
で

あ
る
。
そ
の
よ
う
な
中
で
市

あ
る
。
そ
の
よ
う
な
中
で
市

内
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が
子
ど
も

内
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が
子
ど
も

食
堂
の
開
設
に
向
け
た
動
き

食
堂
の
開
設
に
向
け
た
動
き

が
あ
る
と
聞
い
て
い
る
が
、

が
あ
る
と
聞
い
て
い
る
が
、

市
と
し
て
ど
の
よ
う
な
支
援

市
と
し
て
ど
の
よ
う
な
支
援

を
し
て
い
る
の
か
伺
う
。

を
し
て
い
る
の
か
伺
う
。  

【
福
祉
事
務
所
長
】
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
の
ほ
う
か

ら
要
望
は
受
け
て
い
る
。

　

鉾
田
市
社
会
福
祉
協
議
会

に
対
し
て
、
運
用
に
万
全
の
対

策
を
期
す
る
よ
う
に
要
請
し
て

い
く
。

茨
城
県
及
び
百
里
基

茨
城
県
及
び
百
里
基

地
周
辺
４
市
と
の
連

地
周
辺
４
市
と
の
連

携
に
よ
る
、
恒
常
的
な
訓
練
を

携
に
よ
る
、
恒
常
的
な
訓
練
を

し
な
い
よ
う
な
協
定
を
結
ぶ
な

し
な
い
よ
う
な
協
定
を
結
ぶ
な

ど
の
取
組
を
早
急
に
実
施
さ
れ

ど
の
取
組
を
早
急
に
実
施
さ
れ

た
い
と
思
う
が
、
市
の
考
え
は
。

た
い
と
思
う
が
、
市
の
考
え
は
。

【
政
策
企
画
部
長
】
今

後
も
防
衛
に
対
す
る
重

要
性
は
認
識
し
つ
つ
も
、
周
辺

住
民
の
不
安
軽
減
の
た
め
に
、

周
辺
住
民
へ
の
丁
寧
な
説
明
を

実
施
す
る
よ
う
、
引
き
続
き
周

辺
自
治
体
、
そ
し
て
茨
城
県
と

が
共
催
と
い
う
よ
う
な
形
で

前
向
き
に
子
ど
も
食
堂
開
設

に
向
け
て
進
め
て
い
る
。
ま

た
、
市
に
お
い
て
も
後
援
と

い
う
よ
う
な
形
で
進
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

子
ど
も
食
堂
に
つ

子
ど
も
食
堂
に
つ

い
て
は
、
単
に
子

い
て
は
、
単
に
子

ど
も
が
食
事
を
す
る
た
め
の

ど
も
が
食
事
を
す
る
た
め
の

場
所
だ
け
で
な
く
、
ボ
ラ
ン

場
所
だ
け
で
な
く
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
し
て
関
わ
る
大
人

テ
ィ
ア
と
し
て
関
わ
る
大
人

の
情
報
交
換
の
場
所
と
し
て
、

の
情
報
交
換
の
場
所
と
し
て
、

ま
た
高
齢
者
の
方
も
参
加
し

ま
た
高
齢
者
の
方
も
参
加
し

て
、
子
ど
も
と
接
し
な
が
ら

て
、
子
ど
も
と
接
し
な
が
ら

自
分
の
役
割
を
認
識
す
る
、

自
分
の
役
割
を
認
識
す
る
、

そ
う
い
っ
た
世
代
を
超
え
た

そ
う
い
っ
た
世
代
を
超
え
た

連
携
し
な
が
ら
要
請
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

木
更
津
駐
屯
地
に
お
け

木
更
津
駐
屯
地
に
お
け

る
オ
ス
プ
レ
イ
訓
練
情

る
オ
ス
プ
レ
イ
訓
練
情

報
を
入
手
し
て
い
る
の
か
。
木

報
を
入
手
し
て
い
る
の
か
。
木

更
津
市
長
は
防
衛
大
臣
と
訓

更
津
市
長
は
防
衛
大
臣
と
訓

練
５
項
目
の
協
定
を
結
び
、
市

練
５
項
目
の
協
定
を
結
び
、
市

民
の
安
全
安
心
を
守
っ
て
い

民
の
安
全
安
心
を
守
っ
て
い

る
。
木
更
津
は
海
上
で
の
訓
練

る
。
木
更
津
は
海
上
で
の
訓
練

を
基
本
と
し
、
高
度
も
海
上
で

を
基
本
と
し
、
高
度
も
海
上
で

２
４
０
ｍ
・
陸
上
で
は
４
２
０

２
４
０
ｍ
・
陸
上
で
は
４
２
０

ｍ
で
あ
る
。

ｍ
で
あ
る
。

　

現
行
の
百
里
基
地
ヘ
リ
コ
プ

　

現
行
の
百
里
基
地
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
訓
練
コ
ー
ス
は
、
青
柳
・
鳥

タ
ー
訓
練
コ
ー
ス
は
、
青
柳
・
鳥

栖
・
下
冨
田
・
上
冨
田
・
大
和
田

栖
・
下
冨
田
・
上
冨
田
・
大
和
田

を
巡
回
す
る
コ
ー
ス
で
低
空
で
の

を
巡
回
す
る
コ
ー
ス
で
低
空
で
の

交
流
の
場
所
に
も
な
り
得
る

交
流
の
場
所
に
も
な
り
得
る

場
所
だ
ろ
う
と
考
え
る
。
市

場
所
だ
ろ
う
と
考
え
る
。
市

と
し
て
の
考
え
は
。

と
し
て
の
考
え
は
。

【
教
育
長
】
教
育
委

員
会
と
し
て
も
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
の
方
か
ら
、
子
ど

も
食
堂
を
開
設
し
た
い
と
い

う
話
は
聞
い
て
お
り
支
援
を

し
て
い
く
。
ま
た
、
様
々
な

世
代
が
集
ま
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
の
場
を
提
供
す
る
点

に
お
い
て
も
、
支
援
し
て
い

き
た
い
と
考
え
る
。

訓
練
で
あ
り
、
ジ
ェ
ッ
ト
戦
闘
機

訓
練
で
あ
り
、
ジ
ェ
ッ
ト
戦
闘
機

の
訓
練
を
含
め
、
鉾
田
市
上
空

の
訓
練
を
含
め
、
鉾
田
市
上
空

全
域
が
訓
練
場
所
に
な
っ
て
い

全
域
が
訓
練
場
所
に
な
っ
て
い

る
。
市
長
は
ど
の
よ
う
に
認
識

る
。
市
長
は
ど
の
よ
う
に
認
識

し
対
応
す
る
の
か
伺
う
。

し
対
応
す
る
の
か
伺
う
。

【
政
策
企
画
部
長
】
木

更
津
駐
屯
地
オ
ス
プ
レ

イ
訓
練
の
情
報
は
入
手
し
て
い

な
い
。【

市
長
】
鉾
田
市
上
空
が

訓
練
の
場
と
な
っ
て
い

る
こ
と
は
認
識
し
て
い
る
。
オ

ス
プ
レ
イ
に
つ
い
て
も
海
上
で

の
訓
練
を
前
提
と
し
た
訓
練
と

す
べ
き
と
し
防
衛
大
臣
に
要
望

し
た
い
。

答答

答

答答答

答

問問

問

再
質
問

再
質
問

再
質
問
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能
」、「
情
報
発
信
機
能
」
を
複
合

的
に
備
え
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ

ン
タ
ー
及
び
「
多
目
的
広
場
機
能
」

を
備
え
た
施
設
を
考
え
て
い
る
。

　
議
員
時
代
に
は
、
確
か
に
反
対

を
し
た
。
し
か
し
、
総
合
的
に
鑑

み
て
、
多
く
の
市
民
の
声
を
聞
き
、

そ
れ
を
代
表
し
て
行
う
こ
と
が
市

長
の
責
務
だ
と
思
う
。
時
間
が
か

か
っ
て
い
る
こ
と
に
は
お
詫
び
す

る
。
最
終
的
に
は
市
長
と
し
て
判

断
す
る
こ
と
と
な
る
が
、
造
り
た

い
と
い
う
思
い
で
あ
る
。
そ
れ
が
、

今
ま
で
こ
の
計
画
に
携
わ
っ
た
職

員
、
ま
た
４
万
７
，０
０
０
の
市

民
の
思
い
だ
と
私
は
思
っ
て
い
る
。

て
何
が
ふ
さ
わ
し
い
か
意
見
を
確

認
す
る
た
め
、
平
成
31
年
に
は
、

１
万
人
規
模
の
市
民
意
識
調
査
を

実
施
し
た
。
結
果
は
、「
ふ
さ
わ

し
い
」
が
59
・
7
％
と
多
く
を
占

め
、
検
討
委
員
会
か
ら
の
提
言
内

容
に
沿
っ
て
利
活
用
を
進
め
る
こ

と
に
な
っ
た
。

　
土
地
の
有
効
活
用
を
見
い
だ
す

た
め
、
委
員
会
等
に
よ
る
検
討
を

重
ね
、
さ
ら
に
は
市
民
意
識
調
査

の
結
果
を
踏
ま
え
、
計
画
を
進
め

て
い
く
。

建
設
に
係
る
財
源
及

建
設
に
係
る
財
源
及

び
今
後
の
ビ
ジ
ョ
ン

び
今
後
の
ビ
ジ
ョ
ン

を
伺
う
。
議
員
時
代
に
は
反
対
を

を
伺
う
。
議
員
時
代
に
は
反
対
を

小
中
学
校
に
抗
原
検

小
中
学
校
に
抗
原
検

査
キ
ッ
ト
約

査
キ
ッ
ト
約
8080
万
回
万
回

分
を
配
布
す
る
と
政
府
か
ら

分
を
配
布
す
る
と
政
府
か
ら

の
発
表
が
あ
っ
た
が
、
本
市

の
発
表
が
あ
っ
た
が
、
本
市

の
配
布
は
い
つ
頃
に
な
る
の

の
配
布
は
い
つ
頃
に
な
る
の

か
、
ま
た
ど
の
よ
う
な
方
式

か
、
ま
た
ど
の
よ
う
な
方
式

で
検
査
を
行
う
の
か
伺
う
。

で
検
査
を
行
う
の
か
伺
う
。

【
教
育
部
長
】
今
回

配
布
す
る
抗
原
検
査

キ
ッ
ト
は
、
教
職
員
が
使
用

す
る
こ
と
を
基
本
的
に
想
定

さ
れ
て
い
る
。
配
布
時
期
に

つ
い
て
は
、
国
か
ら
市
へ
９

月
初
旬
の
配
送
が
予
定
さ
れ

て
お
り
、
教
育
委
員
会
へ
納

品
後
、
幼
稚
園
、
小
中
学
校

４
年
前
の
市
長
選
で
市

４
年
前
の
市
長
選
で
市

長
は

（仮
称
）
市
民
交
流

長
は

（仮
称
）
市
民
交
流

館
建
設
白
紙
撤
回
を
掲
げ
て
初

館
建
設
白
紙
撤
回
を
掲
げ
て
初

当
選
し
た
が
、
公
約
に
反
し
建
設

当
選
し
た
が
、
公
約
に
反
し
建
設

に
向
か
っ
て
い
る
（仮
称
）
ミ
ニ
交

に
向
か
っ
て
い
る
（仮
称
）
ミ
ニ
交

流
館
建
設
に
至
る
理
由
と
経
緯

流
館
建
設
に
至
る
理
由
と
経
緯

を
伺
う
。

を
伺
う
。【市

長
】
平
成
29
年
12
月

に
鉾
田
市
民
交
流
館
の

整
備
計
画
を
白
紙
と
し
、
そ
の
土

地
利
用
に
つ
い
て
も
併
せ
て
白
紙

と
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
土
地
は
、

本
市
が
所
有
す
る
貴
重
な
財
産
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
有
効
活
用

を
最
優
先
課
題
と
し
、
飯
名
地
区

の
土
地
を
利
活
用
す
る
も
の
と
し

一
般
質
問
　
鬼
澤 

治
男 

議
員
　
／
　
亀
山 

彰 

議
員

小中学校等への抗原
検査キットの配布時期
　 　　及び検査方法

飯名地区の市有
地の利活用は

へ
配
布
す
る
。
な
お
、
配
布

数
に
つ
い
て
は
、
１
７
０
回

分
の
配
布
と
な
る
。

　

ま
た
、
検
査
対
象
に
つ
い

て
は
、
教
職
員
及
び
小
学
校

４
年
生
以
上
の
児
童
生
徒
と

な
っ
て
お
り
、
出
勤
、
登
校

後
に
体
調
の
変
調
が
あ
っ
た

場
合
に
、
す
ぐ
に
帰
宅
す
る

こ
と
が
困
難
な
場
合
や
医
療

機
関
を
直
ち
に
受
診
で
き
な

い
場
合
等
に
、
使
用
を
想
定

し
て
い
る
。

　
な
お
、
検
査
方
法
に
つ
い
て

は
、
他
の
教
職
員
、
児
童
生

徒
へ
の
感
染
防
止
、
体
調
不
良

を
訴
え
る
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

に
十
分
配
慮
し
た
場
所
で
、
抗

原
簡
易
キ
ッ
ト
の
活
用
手
引
、

各
製
品
の
説
明
書
を
理
解
し

た
上
で
、
教
職
員
の
立
会
い
の

下
、
検
査
を
受
け
る
者
が
自

分
で
鼻
か
ら
検
体
を
採
取
す

る
こ
と
と
な
る
。

休
校
明
け
、
子
ど

休
校
明
け
、
子
ど

も
た
ち
が
一
斉
に

も
た
ち
が
一
斉
に

登
校
す
る
こ
と
で
、
更
な
る

登
校
す
る
こ
と
で
、
更
な
る

感
染
拡
大
が
懸
念
さ
れ
る
。

感
染
拡
大
が
懸
念
さ
れ
る
。

子
ど
も
た
ち
が
感
染
の
媒
体

子
ど
も
た
ち
が
感
染
の
媒
体

に
な
る
こ
と
は
絶
対
に
避
け

に
な
る
こ
と
は
絶
対
に
避
け

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ

を
防
ぐ
上
で
抗
原
検
査
キ
ッ

を
防
ぐ
上
で
抗
原
検
査
キ
ッ

し
、
ま
た
市
長
就
任
後
、
白
紙
に

し
、
ま
た
市
長
就
任
後
、
白
紙
に

し
た
事
業
な
の
に
、
な
ぜ
同
じ
よ

し
た
事
業
な
の
に
、
な
ぜ
同
じ
よ

う
な
施
設
を
造
る
考
え
に
変
わ
っ

う
な
施
設
を
造
る
考
え
に
変
わ
っ

た
の
か
、
真
意
を
伺
う
。

た
の
か
、
真
意
を
伺
う
。

【
市
長
】財
源
に
つ
い
て
は
、

公
共
施
設
整
備
基
金
や

有
利
な
起
債
で
あ
る
合
併
特
例
債

を
財
源
と
し
て
予
定
し
て
い
る
ほ

か
、
国
の
補
助
金
制
度
で
活
用
が

可
能
な
補
助
金
を
財
源
と
す
る
こ

と
で
、
市
の
財
政
負
担
の
軽
減
に

努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て
は
、
飯
名

地
区
市
有
地
を
利
活
用
す
る
た
め

の
施
設
と
し
て
、「
子
育
て
支
援
機

能
」、「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
活
動
機

ト
は
有
効
で
は
な
い
か
と
考

ト
は
有
効
で
は
な
い
か
と
考

え
て
い
た
。
し
か
し
、
１
７
０

え
て
い
た
。
し
か
し
、
１
７
０

回
分
で
は
、
市
内
幼
稚
園
、

回
分
で
は
、
市
内
幼
稚
園
、

小
中
学
校
児
童
数
の
５
％
程

小
中
学
校
児
童
数
の
５
％
程

度
で
あ
り
、
そ
の
少
な
さ
に

度
で
あ
り
、
そ
の
少
な
さ
に

驚
い
て
い
る
。
教
育
委
員
会

驚
い
て
い
る
。
教
育
委
員
会

と
し
て
も
休
校
中
の
子
ど
も

と
し
て
も
休
校
中
の
子
ど
も

た
ち
の
体
調
管
理
に
つ
い
て
、

た
ち
の
体
調
管
理
に
つ
い
て
、

先
生
が
電
話
等
で
健
康
状
態

先
生
が
電
話
等
で
健
康
状
態

を
把
握
し
て
お
く
よ
う
に
各

を
把
握
し
て
お
く
よ
う
に
各

学
校
へ
通
達
さ
れ
た
い
。
ま

学
校
へ
通
達
さ
れ
た
い
。
ま

た
必
要
と
あ
れ
ば
抗
原
検
査

た
必
要
と
あ
れ
ば
抗
原
検
査

キ
ッ
ト
を
新
た
に
調
達
す
る

キ
ッ
ト
を
新
た
に
調
達
す
る

な
ど
、
学
校
再
開
に
向
け
て

な
ど
、
学
校
再
開
に
向
け
て

感
染
防
止
の
対
策
の
徹
底
を

感
染
防
止
の
対
策
の
徹
底
を

願
い
た
い
。

願
い
た
い
。

提
言

答答

答

問問

再
質
問
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一
般
質
問
　
高
野 

衛 

議
員
　
／
　
請
願
等
の
提
出
に
つ
い
て

米価暴落対策は

コ
ロ
ナ
禍
の
下
、
飲
食

コ
ロ
ナ
禍
の
下
、
飲
食

業
の
休
業
や
営
業
自

業
の
休
業
や
営
業
自

粛
に
よ
っ
て
、
大
幅
な
米
の
需

粛
に
よ
っ
て
、
大
幅
な
米
の
需

要
減
少
な
ど
に
よ
る
民
間
の

要
減
少
な
ど
に
よ
る
民
間
の

２
０
２
０
年
産
米
の
在
庫
が

２
０
２
０
年
産
米
の
在
庫
が

増
え
た
。

増
え
た
。

　

米
価
が
下
落
し
、
今
年
の

　

米
価
が
下
落
し
、
今
年
の

生
産
者
米
価
は
昨
年
よ
り
も

生
産
者
米
価
は
昨
年
よ
り
も

さ
ら
に
暴
落
す
る
情
勢
と
言

さ
ら
に
暴
落
す
る
情
勢
と
言

わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
農
家
と

わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
農
家
と

と
も
に
地
域
経
済
に
も
大
き

と
も
に
地
域
経
済
に
も
大
き

な
影
響
が
予
想
さ
れ
る
が
市

な
影
響
が
予
想
さ
れ
る
が
市

と
し
て
の
対
策
を
伺
う
。

と
し
て
の
対
策
を
伺
う
。

【
環
境
経
済
部
長
】　

主
食
用
米
の
需
要
量

が
年
々
減
少
し
て
い
る
こ
と
に

加
え
、
昨
年
度
か
ら
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に

よ
り
、
外
食
産
業
で
の
需
要
の

落
ち
込
み
も
あ
り
、
国
内
で
の

主
食
用
米
の
消
費
が
減
少
し

て
い
る
。

　
こ
れ
ま
で
、
国
・
県
・
市
町

村
が
連
携
し
、
稲
作
農
家
の

経
営
安
定
の
た
め
、
国
の
受
給

見
通
し
等
を
基
に
、
需
要
に

応
じ
た
米
生
産
の
推
進
を
図
っ

て
い
る
。

　

市
と
し
て
は
、
関
係
機
関

と
連
携
し
、
主
食
用
米
か
ら

新
規
需
要
米
等
へ
の
転
換
を

行
う
生
産
者
に
対
し
、
助
成

金
を
支
払
う
こ
と
で
経
営
リ
ス

ク
を
分
散
さ
せ
る
経
営
所
得

安
定
対
策
を
実
施
し
て
い
る
。

　

本
年
度
、
主
食
用
米
か
ら

転
換
推
進
の
た
め
チ
ラ
シ
の
掲

載
や
電
話
勧
奨
及
び
鹿
行
農

林
事
務
所
、
Ｊ
Ａ
と
合
同
で

個
別
訪
問
等
を
行
っ
た
。
そ
の

結
果
、
生
産
者
の
方
の
協
力

も
あ
り
、
新
規
需
要
米
等
の

取
り
組
み
が
増
え
、
作
付
面

積
も
昨
年
度
の
71
ｈ
ａ
か
ら

94
ｈ
ａ
と
23
ｈ
ａ
増
と
な
り
、

県
か
ら
提
示
さ
れ
て
い
る
主
食

用
米
の
目
標
作
付
面
積
を
達

成
し
た
。

　

ま
ず
は
、
こ
の
よ
う
な
経

営
所
得
安
定
対
策
を
推
進
し
、

米
生
産
農
家
の
安
定
が
図
れ

る
よ
う
進
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。飼

料
米
等
の
作
付

飼
料
米
等
の
作
付

転
換
に
つ
い
て
は
、

転
換
に
つ
い
て
は
、

理
解
し
た
。
し
か
し
す
で
に

理
解
し
た
。
し
か
し
す
で
に

主
食
用
米
を
作
付
し
、
今
年

主
食
用
米
を
作
付
し
、
今
年

の
収
穫
が
始
ま
っ
て
い
る
農

の
収
穫
が
始
ま
っ
て
い
る
農

家
に
対
し
て
の
緊
急
対
策
と

家
に
対
し
て
の
緊
急
対
策
と

し
て
、
今
何
が
必
要
か
を
精

し
て
、
今
何
が
必
要
か
を
精

査
し
、
し
っ
か
り
と
し
た
対
策

査
し
、
し
っ
か
り
と
し
た
対
策

を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。ま
た
、

を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。ま
た
、

こ
の
よ
う
な
声
を
国
に
届
け

こ
の
よ
う
な
声
を
国
に
届
け

ら
れ
た
い
。

ら
れ
た
い
。

請願・陳情を
受理しています

　行政に対する市民の意見・要望等について、年齢

や国籍などに関わらず、どなたでも、市議会に対し

請願・陳情を行うことができます。

●提出方法
　決められた様式はありません。見本を参照し、

鉾田市議会議長宛てに提出してください。

●受　　付
　議会事務局で随時受け付けていますが、原則と

して定例会開会予定日の８日前までに提出された

ものを、その定例会で取り扱います。

　それ以降に提出されたものは、次の定例会に付

議されます。

※次回定例会予定は裏表紙をご覧ください。

●要　　件
　「請願」は１名以上の紹介議員の署名または記名

押印が必要です。

提
言

答 問

詳 細については、市 議 会HP内の請
願・陳情ページを参照してください。

見　本

（表　　紙）

（本　　文）

令和　年　月　日
鉾田市議会議長　様
　　　　　　　紹介議員　氏　名　　　（印）
　　　　　　　　　　　　　　（署名または記名押印）
　　　　　　　　　　※陳情の場合不要
　　　○○○に関する請願（陳情）書
　　　　　　　請願者　住　所
　　　　　　　（陳情）　氏　名　　　　（印）
　　　　　　　　　　　　　　（署名または記名押印）
（連名の時は、別紙に署名簿を添え、表紙に代表者を記載し、
外○○名とする）

　　　　　　○○○に関する請願（陳情）書
　　　　　　　
請願（陳情）趣旨

請願（陳情）理由
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請
願
審
査
報
告
　
／
　
委
員
会
報
告

請 願 審 査

委 員 会 報 告

　教職員定数改善及び義務教育費国庫負担制度堅持に係る意見書　（※一部抜粋） 

　学校現場では、 新型コロナウイルス感染症対策による教室の消毒作業等や貧困 ・いじめ ・不登校
など解決すべき課題が山積しており、 子どもたちのゆたかな学びを実現するための教材研究や授
業準備の時間を十分に確保することが困難な状況となっています。 ゆたかな学びや学校の働き方
改革を実現するためには、 加配の増員や少数職種の配置増など教職員定数改善が不可欠です。

　国の施策として定数改善にむけた財源保障をし、 子どもたちが全国のどこに住んでいても、 一定
水準の教育を受けられることが憲法上の要請です。 ゆたかな子どもの学びを保障するための条件
整備は不可欠です。

　よって、 国会及び政府におかれては、 地方教育行政の実情を十分に認識され、 地方自治体が計
画的に教育行政を進めることができるように、 下記の措置を講じられるよう強く要請します。

記

　１． 中学校 ・ 高等学校での35人学級を早急に実施すること。 また、 さらなる少人数学級につい
て検討すること。

　２． 学校の働き方改革 ・ 長時間労働是正を実現するため、 加配の増員や少数職種の配置増など
教職員定数改善を推進すること。

　３． 教育の機会均等と水準の維持向上をはかるため、 地方財政を確保した上で義務教育費
　　　	国庫負担制度を堅持すること。

【審査経過】

　厚生文教常任委員会に付託された本請願を、参考人の

出席を求めて審査しました。審査においては、教育現場

が抱える課題や昨今のコロナ禍も含めた教職員の業務実

態などに関する聞き取りを行うとともに質疑応答が行わ

れ、委員からは、「児童生徒に行き届いた教育の提供と

教職員の労働環境改善に向けた人材確保に対する教育予

算の確保及び少人数学級の実現を求める本請願の趣旨に

賛同する」との意見がありました。

　審査の結果、本請願は願意妥当であると認め、全会一

致で採択となりました。

【請願内容】

　子どもたちのゆたかな学びや学校

の働き方改革を実現するためには、

加配の増員や少数職種の配置増など

教職員定数改善が不可欠であること

から、国の施策として定数改善にむ

けた財源保障をし、子どもたちが全

国のどこに住んでいても、教育機会

の均等と水準の維持向上を図るよう、

義務教育費国庫負担制度を堅持する

ことを求めるもの。

教職員定数改善と義務教育費国庫負担制度堅持のための政府
予算に係る意見書採択を求める請願

国に対し意見書を提出しました

採 択 請願第03-2号　　

経済建設常任委員会 厚生文教常任委員会
○陳情審査
　	陳情第03-1号　
　　		鉾田市建築工事発注に関する陳情書
　	陳情第03-2号　
　		　鉾田市上下水道発注に関する陳情書
　	審議結果 ：継続審査（慎重な審議を要するため）

　※総務企画常任委員会へ付託替えをして
　　審議が行われます。

○請願審査
　	請願第03-2号　
　		　教職員定数改善と義務教育費国庫負担制度
　		　堅持のための政府予算に係る意見書採択を
　		　求める請願　
　	審議結果 ：採択
○要望審査
　	要望書
　	審議結果 ：継続審査（慎重な審議を要するため）　
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オスプレイ訓
練の各要望
書はこちら

活 動 報 告

　令和３年８月から陸上自衛隊Ｖ-２２オスプレイが百里基地にて訓練を実施すると市執

行部より情報提供があったことに伴い、令和３年７月２７日に百里基地・茨城空港に関す

る調査特別委員会を開催しました。

　委員から安全対策など万全に実施するよう要請すべきとの意見があり、同日、委員長

から議長へ要請書を提出しました。

　令和3年7月28日に議長が会員である百里基地周辺5市町連絡会から北関東防衛局長へ要請書が提出さ

れました。

　令和3年9月2日に議長が属する県東市議会議長会から茨城県知事へ要望書が提出されました。

百里基地・茨城空港に関する調査特別委員会

百里基地周辺5市町連絡会
小美玉市、行方市、かすみがうら市、茨城町、鉾田市の５市町の首長及び議長で構成

茨城県東市議会議長会
県東地区６市（鹿嶋市、潮来市、神栖市 、行方市、小美玉市、鉾田市）の議長で構成

陸自V-22オスプレイ飛行訓練について要請書を提出しました。

新型コロナウイルス感染症対策に関する要望書を提出しました。

　百里基地における陸自V-22オスプレイ飛行訓練の実施に関する要請 

　百里基地周辺での自衛隊機による訓練は、基地周辺住民の日常生活に多くの障害を与えてお

ります。

　今後実施が予定されている陸上自衛隊Ｖ-２２オスプレイの百里基地周辺での訓練においては、

騒音対策や安全管理に万全を期すことはもとより、これまでの同系機種による一連の事故等に

鑑み、訓練の際は安全飛行の厳守と正確な点検等に努めて、周辺住民の安全・安心の確保に最

大限の配慮をされるよう強く申し入れます。

　また、訓練の実施に際しては、周辺市町への円滑な連絡、情報提供を図られるようお願い

します。

　新型コロナウイルス感染症対策に関する緊急要望書　（※一部抜粋） 

　現在新型コロナウイルス感染症に対するワクチン接種が全国で実施されている中ではありま

すが、感染力の高いデルタ株による第５波により、家庭や職場内での感染がその猛威を振るっ

ている状況が続いております。

　この感染拡大により、感染者が急増していることから、病院等の医療態勢が逼迫し、入院を

必要とする感染者や濃厚接触者による自宅療養者が県内や県東地区で増加してきている一方で、

医療機関の病床や宿泊療養施設の不足などが生じてきています。

　また、県東地区は医療態勢の脆弱な地区であることから、感染症に対する十分な診療を受け

ることができないことによる市民の不安や危機感が益々高まってきています。

　つきましては、茨城県と共に住民の生命と健康を早急に守ることが最も重要であることから、

下記のとおり特段の措置を講じて頂きますよう要望いたします。

記

１　県東地区内に感染症患者の病床や宿泊医療施設の拡大を図るとともに酸素ステーション

　　を設置すること。

活
動
報
告
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議会映像配信をご利用ください

議会傍聴希望の皆様へ

 旭地区と大洋地区でも視聴ができます

「新しい生活様式」の実践及び感染拡大防止の観点から以下の点にご留意願います。
○職員による検温にご協力ください。
○マスクを着用願います。
○咳エチケットを励行してください。
　（「咳エチケット」とは、咳・くしゃみの際に、マスク・ティッシュ・ハンカチ・袖などで口や
　･鼻をおさえることをいいます。）
○手洗い・手指の消毒を徹底してください。
○熱がある場合や体調不良（だるい・咳が出るなど）の場合は、傍聴参加を自粛願います。
○傍聴席は、間隔を空けて着席していただくことから、座席数を制限させていただきます。
○「いばらきアマビエちゃん」「新型コロナウイルス接触確認アプリ（略称：COCOA）の登録に
　ご協力ください。

本会議　３月、 ６月、 ９月、 12月の４回開催

場　所　鉾田市議会議場（鉾田市役所３階）

開　会　午前10時

受　付　鉾田市役所３階　議会事務局前

　　　　　　　　　　　	〈事前の申込不要〉

コロナ禍における傍聴についてお願い
私語や拍手、高笑い禁止
議場内は静粛に

携帯の使用禁止
マナーモードに

議場内飲食禁止 庁舎内禁煙

視聴はこちら

ライブ中継を
ご覧いただく
際の注意

お 知 ら せ

議場内のルール厳守にご協力を

　本会議は、原則として鉾田市議会傍聴人受付簿に住所、氏名、年齢を記入していただけ
れば、誰でも傍聴することができます。（児童及び乳児は議長の許可による）
※万が一新型コロナウイルス感染症感染者が発生した場合に備え、現在は連絡先（電話番号）
の記入をお願いしています。
　傍聴をご希望の方は、傍聴を希望される当日に市役所3階の議会事務局までお越しくださ
い。ただし、座席制限のため入場をお断りすることがあります。密を避けるための対策で
すので、ご理解の程よろしくお願いいたします。　

　一般質問や採決などの本会議の様子は、 インターネットを使用したライブ中継や
録画配信を行っています。
　インターネット環境があればいつでもどこでも議会を視聴することができますの
で、 ぜひご活用ください。（録画配信は概ね１週間程度で反映されます）

　インターネット環境がない方は、 旭総合支所及び大洋公民館に

てライブ中継の視聴が可能になりましたので、 ご活用ください。

　お近くにお住まいの方も立ち寄った際はぜひ！

大洋公民館旭総合支所

お
知
ら
せ
　
　
映
像
配
信
に
つ
い
て
　
／
　
傍
聴
に
つ
い
て

ライブ中継をご覧になる際
は、議会傍聴と同じくマス
ク着用、手指消毒、いば
らきアマビエちゃんの登録
などにご協力ください！

市内３箇所でライブ中継を
ご覧いただけます。
・鉾田市役所　１階ロビー
・旭総合支所　１階ロビー
・大洋公民館　１階ロビー



自宅が教室に！？･〜初めてのオンライン学習〜

傍 聴 者 の 声

議会を傍聴してみませんか!

次回の定例会は

12月7日㈫～
開会は午前10時です

事前の予約は不要ですので、市役所３階事務局前

にお越しいただき、傍聴の受付をしてください。

※日程は変更になる場合があります。

　より良いＰＴＡ活動をするには広い視

野も必要と思い、何度か傍聴させていた

だいております。

　今回の一般質問では、やはりコロナ対

策に関連したものが多かったですが、そ

の中でもコロナ禍における子ども達をと

り巻く環境（学校、家庭など）について

の質問があり、子を持つ親として関心度

の高い内容でした。

鉾田南小学校

ＰＴＡ副会長

方波見　裕美

鉾
田

市
議

会
だ

よ
り
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令和3年第4回定例会の予定

日 月 火 水 木 金 土

11/28 29 30 12/1 2 3 4

5 6 7

本会議
（開会）

8 9

一般質問

10

一般質問

11

12 13 14

一般質問

15

常任
委員会

16

常任
委員会

17

常任
委員会

18

19 20 21

本会議
（閉会）

22 23 24 25

26 27 28 29 30 31 1/1

※日程は変更になる場合があります。

令和3年第3回定例会延べ傍聴者数	 36名
議会映像配信視聴数	 366アクセス
 （令和3年9月7日～令和3年10月7日）

編
集
委
員

委 員 長　井川　倫士

副委員長　鬼澤　治男

委　　員　入江　　晃　 水上　美智子

　　　　　亀山　　彰　 土子　勝也

掲載写真募集!!
あなたの写真を議会だよりに掲載してみませんか？
■写真のテーマ 『発見！魅力ある鉾田の風景』

（例	北浦などの水辺の風景、 花いっぱいな風景	など）

■申込方法

下記の必要事項を明記のうえ、 議会事務局まで画像

データ持参またはメール（gikai@city.hokota.lg.jp）で

お申し込みください。

・氏名	・住所	・電話番号	・写真撮影場所（○○地区など）

・写真のタイトル（20字以内）

※団体名（○○クラブなど）も記載希望の方は、 そちら

も明記ください。

※掲載スペースの関係上写真は横向き。 メールでの

画像データはJPEG形式で６MB以内。

■注意事項

画像等の返却はできません。 また、 人物等を含む写真

の場合は肖像権の侵害等が生じないよう、 事前に被写

体の承諾を得たうえでお申し込みください。

お申込みは
　　　こちら	▶


